
資料３ 

錦川清流線のあり方案の検討について 

 

１．全線存続案（現状維持） 

 

 

 

 

 

 

２．上下分離方式による存続案 

  ・上下分離+社会資本 

 

 

  ・みなし上下分離 

 

 

３．全部廃線案（全線バス転換） 

 

 

 

 

 

 

４．一部廃線案（一部バス転換） 

 

 

 

 

 

 

５．その他 

 

 

 

 

 

 

※どのあり方案であっても利用促進策、通学・通勤・生活交通等の維持、観光利用者の利

便性の維持、コスト削減を踏まえた上で検討を行う必要があります。 


